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2018年度高木基金成果発表会報告から 
放射性ごみ「リサイクル計画」の 

実態調査と環境汚染監視 
 

フクロウの会で進める放射能測定プロジェクトではちくりん舎との密接な

連携のもと、「放射能ごみばら撒き」に反対する活動を進めています。こ

の活動のため 2018 年度に高木基金より助成金をいただくことができまし

た。 7月 13、14日には 2018 年度高木基金成果発表会が行われ、放射能

測定プロジェクトとして成果発表を行いました。本号では当日の発表資料

をもとに私たちの2018年度の活動を振り返って報告をしたいと思います。 

 

「リサイクル」の名目で除染廃棄物・放射能ごみのばらまきが 

始まっている 

高濃度に放射能を含む除染土を「貴重な資源」だとして、道路や堤防な

どの路盤材として「再利用」する環境省の方針に対しては各地で批判が高

まっています。一方で、庭木、落ち葉、建築廃材など除染に伴って生じた

可燃性の廃棄物は放射能濃度に関係なく、「燃えるものは燃やす」という

方針のもと、既に仮設焼却炉などで焼却が進められています。放射能汚染

した木材を燃やす木質バイオマス発電も汚染廃棄物焼却という意味ではま

ったく同じです。私たちは特に放射能汚染ごみの焼却に焦点をあてて「放

射性ごみ『リサイクル計画』の実態調査と環境汚染監視」というテーマで

活動の申請をしました 

 

環境省のお墨付きのもとビジネスとして進められる 

放射能ごみ焼却＝減容化 

本格的に除染が開始された 2012 年頃から、環境省と原発関連メーカ・

ゼネコン等が連携して除染廃棄物の減容化の方策を検討しています。問題

はこれらの方策が避難者などの意見を一切聞くことなく、新たなビジネス

チャンスとして利益を追求する企業主導で進められている点にあります。 

除染・廃棄物技術協議会という業界団体があります（2018 年には役目を

終えたとして解散しました）。ここが中心となって、除染廃棄物の減容化

のためのさまざまな技術的手段が検討され、それらが環境省の政策にほと

んどそのまま取り入れられてきている実態があります 1。この除染・廃棄物

技術協議会が提案した「リサイクルセンター構想全体像」では、放射能汚

染した可燃性の廃棄物について、「ごみ焼却炉」「セメント焼成炉・灰溶

融炉」「バイオマス発電所」が放射能ごみ減容化施設として位置づけられ

ています。福島県内をはじめとして各地で大規模な除染作業が行われまし

たが、森林は除染対象となってはいません。環境省の方針では森林は住宅

から 20メートルの範囲が除染対象です。しかし福島県内の林業関係者か 
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フクロウ通信 フクロウの会 

（福島老朽原発を考える会） 

第 34号 

2019年 7月 27日 

ni 日 

フクロウの会（福島老朽原発を考える会）のブログ…http://fukurou.txt-nifty.com/fukurou/ 

●フクロウの会は放射能汚染や事故の心配が

なく、放射性廃棄物を生み出さない社会、す

なわち原発のない社会をめざして首都圏で活

動を続けてきた団体です。 

●残念ながら福島で重大な事故が起きてしま

いましたが、事故による人々の被ばくが少し

でも少なく抑えられるよう事故直後から情報

提供、放射能測定プロジェクト、国や自治体

への働きかけなどの活動を行ってきました。 

●そんなフクロウの会の様々な活動を支える

ための会員・サポーター・資金カンパ募集中

です。ご協力いただけますと幸いです。 

【カンパ送り先】 

●ゆうちょ銀行からの振替 

・口座記号番号 

00130-9-655439 

・口座名称（漢字） 

福島老朽原発を考える会 

・口座名称（カナ） 

フクシマロウキュウゲンパツヲカンガエル

カイ 

●他の金融機関からの振込 

・銀行名＝ ゆうちょ銀行 

・金融機関コード ９９００ 

・店番 ０１９ 

・預金種目 当座 

・店名 〇一九 店（ゼロイチキユウ店） 

・口座番号 ０６５５４３９ 

フクロウの会 

（福島老朽原発を考える会） 
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らは、奥山の皆伐（森林を一斉に伐採すること）による除染を求める声があります。それらの要求を受けて福島県

は「間伐」という名目で、除染目的の皆伐（実際の森林の線量低下にはあまり効果がないのですが）に補助金をつ

けています。更に環境省はこれらにより出て来る大量の放射能汚染木材を、再生エネルギーの一環としての木質バ

イオマス発電で燃やすことを推奨しています。この計画は既に 2012 年 9 月の第 7 回環境省環境回復検討会で提案

されています 2。 

 

なぜ放射能ごみ焼却を問題にするのか 3つのキーポイント 

私たちが除染廃棄物の減容化＝「ばらまき」の中でも特に、焼却に注目して問題にしたのには 3つの観点があり

ます。以下、これらの点についてもう少し詳しく説明します。 

（１）バグフィルタ神話と微小粒子問題 

仮設焼却炉など放射能汚染ごみを焼却する施設、木質バイオマス発電も含めて、これら全ての施設で焼却時に発

生するセシウムなど放射能を含んだ飛灰（煙に含まれる微小な灰）の回収にバグフィルタが使われています。環境

省は、バグフィルタで 99.9%の飛灰を回収できるので安全と説明しています。しかし私たちは、バグフィルタが粒

径 2.5μ以下の（いわゆる PM2.5）微小粒子の回収能力が不十分であることをこれまでの活動で明らかにしてきま

した 。 

（２）放射能ごみ焼却問題の全体像が見えにくい 

除染廃棄物の焼却、木質バイオマス発電をはじめとする放射能ごみ減容化の動きは、その対象である放射能汚染

ごみの問題、減容化の方法、焼却施設の問題、焼却により排出される焼却灰の処分や再利用の問題というように広

がりがあります。また環境省、経産省、農水省など所管省庁も多岐にわたり、全体像がとても分かりにくいという

ことがあります。 

（３）各地の運動が分散して孤立している 

私たちは空気中の粉塵のセシウム濃度を定量的に測る手段として早い時期からリネン吸着法を推進してきました。

これらの手段を持っていることで各地の運動体からの問い合わせや講演依頼、測定依頼などがありました。その結

果、各地で運動が存在するけれども、それらの運動体の横のつながりがほとんどないために、協力した動きができ

ていないことが分かりました。これらの運動体どうしの連携ができれば、その活動はもっと強いものになるだろう。

それを追及することが重要だと考えるようになりました。 

このような観点のもとに活動を進めてきました。その全体状況を図に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県飯山市では木質バイオマス発電計画を撤回に追い込む 

2018 年度の活動の大きな成果として、長野県飯山市の木質バイオマス発電計画を白紙撤回に追い込むことができ

ました。飯山市では 2017 年ごろから木質バイオマス発電計画が持ち上がりました。飯山市長は 30年間塩漬け状態 
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であった工業団地に誘致しようと、この計画に乗り気でした。しかし地元常盤地区の方々を中心に景観や地下水枯

渇、環境汚染などを懸念していました。こうした中で、地元の方からちくりん舎に相談があり、2018 年 3 月に、地

元の方々に木質バイオマス発電の問題点について講演をする機会をもちました。 

 講演の中で特に説明したのは、木質バイオマス発電が「地域で産出する間伐材を燃やして森林を健全にしながら

エネルギーを得る」という説明の怪しさです。計画では年間 10 万トン以上の木材が必要となります。これらを地域

での間伐材のみではまかなえないことは業者自身が認めています。また、上記問題と関連することですが、福島や

東日本の広い範囲の放射能汚染した木材が燃料として使われる可能性が高いという点です。またこうした汚染木を

燃やすことで発生する放射能を含む微小な飛灰はバグフィルタでは捕捉しきれず、周辺環境にまき散らされるとい

う点です。 

 この講演会をきっかけにこの問題より広く訴えようということで、合計 3回の講演会を開き、その都度呼ばれて

お話をしました。また 10 月には市長選があり、地元住民らは現職市長に対抗して「バイオマス発電計画白紙撤回」

を掲げる対立候補を立てて選挙に臨みました。残念ながら対立

候補は惜敗（得票率 48％）したものの、市民の間にバイオマス

発電の問題が広く浸透しました。 

 こうした経緯を経て、2018年 12 月、ついに市長は「地元住

民の理解が得られない」ということで、「白紙撤回表明」をす

るに至りました。地元の方々からはこの運動の勝利に関してた

いへん感謝されお礼のメッセージまでいただきました。私たち

の貢献はもちろんですが、地元の方々が自ら、燃料木材の調達

の可能性や地下水枯渇の可能性などについて、自ら調査して市

民に広めるという活動をしたことが大きな力になったと考えて

います。 

 

宮城県大崎市では放射能ごみ焼却監視でセシウム漏れを示すデータを採取 

 宮城県では 2016 年末から、汚染牧草や汚染稲わらなど農林業系廃棄物の焼却が問題となっています。通信 32・

33号等で既報の通り大崎市では放射能ゴミ焼却の差し止め訴訟とリネン吸着法による監視が行われており、リネン

吸着法の分析結果について準備書面にまとめて裁判所に提出しました 3。 

 その後今年 5 月に出た裁判所の決定は酷いものでした。当方が主張した風向きとの関係で濃度の高いところが存

在するという点を一切無視して、リネンに吸着したセシウムは焼却炉起因とは言えないという、焼却炉側の主張を

そのままなぞったものでした。 

 原告団は即時抗告を行いました。私たちは上級審に備えて、焼却炉からのセシウム漏れを立証すべく新たな監視

を地元の皆さんと連携しながら開始しています。 

 

福島県田村市の木質バイオマス発電計画において設備の問題点を分析 

こちらも通信 32・33 号で既報の通り、福島県田村市では田村市とタケエイ㈱が共同出資で田村バイオマスエナ

ジー（以下田村 BE）という会社を設立してバイオマス発電計画を進めており、私たちは現地の皆さんを中心に設立

された「大越町の環境を守る会」と連携し支援を行っています。 

既に市議会も予算を承認し、2020年稼働を目指して着工中であり極めて厳しい情勢ですが田村市のバイオマス発電

を止めるのは極めて重要です。それは、①田村 BE がはっきりと福島県の放射能汚染をした木材を燃やすことを言

明していること、②実効性が極めて怪しい HEPA フィルタ設置を公式に言明しているからです。つまり田村市 BE

のバイオマス発電は放射能汚染木材を燃料として燃やしてよいのかどうか、住民の不安や懸念に対して事業者が科 
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学的技術的に十分なレベルで対策を取ることができるのかどうかが正面から問われるものとなっているからです。 

 

動き出した運動の横の繋がり 

 「ふくしま連絡会」との共同で 2019 年 2 月 10日には学習交流集会「「止めよう！放射能のばら撒き～除染ごみ

焼却と木質バイオマス発電を考える～」を開きました。東京、千葉、長野、新潟、山形、宮城、福島、大阪と大変

広い範囲から予定を超える、90名近くの参加者が集まり盛況なものとなりました。 

 各地での運動の前進や交流集会などにより実際の運動の場面でも協力が始まっています。新たに長野県東御市で

進められている木質バイオマス発電に対して懸念する住民グループからの問い合わせで、4 月には講演会を行いま

した。それを契機に、長野県飯山市の皆さんが東御市を訪問して今後の進め方をアドバイスしています。東御市の

皆さんは、既に稼働が開始され監視活動を行っている新潟県三条市を見学しようとの計画もあります。 

 私たちフクロウの会とちくりん舎は、そうした各地の運動の連携の橋渡しや、測定や分析など技術面での支援な

どますます重要な課題が出てきています。皆さんのご支援ご協力のもとこうした役割をこれからも果たしてゆきた

いと考えています。 
       

1 http://tacrwm.jp/01_about/01_01_objective.html 

2 環境省環境回復検討会 2012 年 9 月第 7 回検討会資料 

3 フクロウ通信 33 号記事「放射能ごみ焼却に反対する各地の運動に貢献するちくりん舎」参照 

 

被ばくと甲状腺がん多発の関連を否定する報告書案をめぐり 

紛糾する福島県県民健康調査検討会 
 

７月８日の福島県県民健康調査検討会の会合において、甲状腺がんの多発と被ばくとの因果関係を否定する報告

書（まとめ案）と甲状腺検査の案内でデメリットを強調する改定案が議論されました。 

 

◆甲状腺がんの多発を認めたうえで地域別の発見率を検討 

まとめ案は甲状腺検査本格検査（検査２回目）の結果に対するものですが、２回目の検査でも 71 人の子どもたち

に甲状腺がんが見つかっています。まとめ案は、「本格検査（検査２回目）における甲状腺がん発見率は、先行検

査よりもやや低いものの、依然として数十倍高かった。」とし、甲状腺がんの多発を認めています。そのうえで、

地域別の発見率を検討し、線量との関係を検討しています。 

 

◆先行検査（検査１回目）で用いた４地域区分での評価では因果関係は明確に 

まとめ案は、甲状腺がんないし疑いの発見率について、

「先行検査（検査１回目）で地域の差はみられなかった

が、性、年齢等を考慮せずに単純に比較した場合に、本格

検査（検査２回目）においては、避難区域等 13市町村、

中通り、浜通り、会津地方の順に高かった。」としていま

す。福島県県民健康調査において実施した個人の行動に

基づく線量評価では、中通り、浜通り、会津地方の順で高

いことから、被ばくとの因果関係は明確になります。図

は、検討会に提出された資料にある数値をグラフにまと

めたものです。 
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◆まとめ案は国連科学委員会（UNSCEAR）の推計を使って因果関係を否定 

ところが、まとめ案は、個人線量評価は外部被ばくの評価であるという理由で採用せず、その代わり国連科学委

員会（UNSCEAR）による甲状腺被ばくの地域別の推計を持ち出します。この推計に対し、誰がどのようなデータを

提供したのかは不明です。それに従うと、20～25 ミリグレイの中程度の被ばくをした群の発見率が高く、被ばくが

高ければ高いほど発見率が高いという関係にはなっていません。ここから因果関係はないとばっさり切り捨ててい

るのです。 

 

◆なぜ４地域での検討をやらないのかと詰め寄る委員 

検討会会合では、臨床福祉士の成井香苗委員より、なぜ先行検査でおこなった４地域区分での評価を行わないの

か。本格検査では明確な差が出ているが、この検討なしに結論を出すことはできないのではないか、との問題提起

があり、とりまとめた甲状腺評価部会の部会長の鈴木元氏に詰め寄りました。 

鈴木氏は、４地域の区分では同じ地域の中に線量が異なる人が混在しており、このデータを用いた評価はできない

と回答しました。成井氏は、それならば、UNSCEAR のデータも市町村ごとのざっくりとしたものでしかなく、異

なる線量が同じ扱いをされているではないかと反論。これに対し再反論がないままに、星北斗座長が議論を打ち切

ってしまいました。 

 

◆過剰診断である根拠は示されていない 

鈴木氏は、今回の報告は暫定的なもので、個人別の詳細な評価が必要だとも述べています。実は福島県は、個人

別の線量評価を行う「基本調査」を別に実施していて、この結果から甲状腺の発見率を計算すると、やはり線量と

の関連が明確に示されます。 

 国や県や御用学者らは、多発は被ばく影響ではなく、将来発病や死にいたらないがんまで見つけてしまう「過剰

診断」によるものだと主張しています。しかし今回見つかった甲状腺がん多発の原因が「過剰診断」である根拠は

何も示されていません。 

 

◆デメリットを強調する甲状腺ガイド改定案の議論も紛糾 

それでも県民調査検討会は過剰診断論に乗り、甲状腺検査の縮小を図ろうと目論んでいます。県民に向けた甲状 

腺検査の案内に、「デメリットとしては、一生気づかずに過ごすかもしれない無害の甲状腺がんを診断・治療する

可能性や、治療に伴う合併症が発生する可能性、結節やのう胞が発見されることにより不安になるなどの心への影

響が考えられます。」といった文言を入れようとしています。これにより検査を躊躇させ、自主的に検査から遠ざ

けようとしているのです。非常に悪質なやり方です。このような動きに対し、地元から、因果関係については早急

に結論を出すべきではないとし、ガイド改定の中止をもとめる要望書が出ています。検査の縮小ではなく拡大を求

めていきましょう。 
 

FFTV：続報 福島の甲状腺がんはいま～紛糾の県民健康調査検討会 

https://youtu.be/kTLDhVVxXXI 
 

★☆★☆★☆★★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 
 

講師依頼受付中 
通信に載っているこの話、もっと詳しく聞いてみたい！学習会を開催したい！ 

そんな時お気軽にお問い合わせください 

TEL：03-5225-7213 FAX：03-5225-7214 Email：fukurounokai@gmail.com 

その話 

動画で見たい！ 

その話 

直接聞きたい！ 
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脱原発の焦点はトイレ問題 
使用済燃料貯蔵拡大を止めようと政府交渉に全国各地から結集！ 

 

原発のトイレ問題「使用済燃料問題」はいまの原発政策の矛盾の集中点です。ここを止めれば、脱原発に向けて

道が大きく開かれることになります。6月 21日に行われた政府交渉と院内集会に、全国各地から結集し、原発の使

用済燃料の貯蔵拡大に反対の声をあげました。 

 

◆使用済燃料の貯蔵能力の拡大により矛盾を先送りにしようとしています 

高速増殖炉「もんじゅ」は廃炉、フランスの高速炉計画も白紙となり、核燃料サイクル政策は完全に破綻しまし

た。日本の大量のプルトニウム保有について、国際社会から批判が出ており、米国からも削減要求が出ています。

日本は、再処理工場で取り出すプルトニウムはプルサーマルで使った分に限ると表明しています。 

行き場を失った使用済燃料が各地の原発サイトで溢れようとしています。原発の稼働を継続するためには、使用

済燃料を六ヶ所再処理工場に運ばなくてはなりませんが、受け入れプールはすでに満杯です。再処理工場を稼働し

てプールを空けるしかありませんが、そのためにはプルサーマルの実績が必要で、そのためには原発の稼働を続け

なければならず、そのためにはプールを空けなければなりません。堂々巡りのジレンマに陥っているのです。 

政府・原発推進側は、こうした矛盾を先送りにし、再稼働を継続するために、使用済燃料の貯蔵能力の拡大を急

務の課題として進めようとしています。 

 

◆使用済ＭＯＸ燃料がウランと同等の発熱量となるのに「300 年以上かかるのは事実」（エネ庁） 

交渉で、参加者が一番驚いたのが、プルトニウム燃料（ＭＯＸ燃料）をプルサーマルで用いた後の使用済ＭＯＸ

燃料の発熱量が、使用済ウラン燃料と同等になるのに 300年以上かかることをエネ庁が明言したときでした。こち

らで示した資料は 100 年までしかなく、100 年以上かかりますねと聞いた答えがこれでしたのでなおさらでした。

ウラン燃料ですら、使用後 15年ほど経って発熱量が下がってからでないと、乾式貯蔵に回すことはできません。使

用済ＭＯＸ燃料は、300年以上経たないと再処理はおろか、運搬することもできないことになります。 

使用済ＭＯＸ燃料の再処理については、六ヶ所再処理工場では技術的にできず、第二再処理工場で行うことにな

っていますが、エネ庁は、「研究開発で特性を把握しながら具体的に検討していく課題と認識している」とし、目

途はあるのかと問うと「目途は立っていない」と答えました。プルサーマルにより出てくる使用済ＭＯＸ燃料は、

原発サイトのプールで 300 年以上冷やし続けなければならないことになります。原発を抱える地元の住民にしてみ

ればたまったものではありません。交渉の場でも、各地の住民から批判の声があがりました。 

 

◆プルトニウム利用計画「電事連は六ヶ所再処理工場竣工までに示すと言っている」（エネ庁） 

日本のプルトニウム大量保有について国際的な批判がある中で、原子力委員会は、昨年 7 月 31 日の決定文書に

おいて、「プルトニウム保有量を減少させる」とし、「プルサーマルの着実な実施に必要な量だけ再処理が実施さ

れるよう認可を行う」としています。さらに「今後、電気事業者（等）…は、今後プルトニウムの所有者、所有量

及び利用目的を記載した利用計画を改めて策定した上で、毎年度公表していく」とあります。交渉の場で原子力委

員会事務局は、この文書の要求事項を関係者に求めたとし、関係者は、エネ庁、文科省、電気事業者、原子力機構

などが入るとしました。エネ庁は、「プルサーマルの着実な実施に必要な量だけ再処理が実施されるよう認可を行

う」とある認可は、再処理等拠出金法に基づくもので、認可を行うのは経産大臣であると述べました。 

プルトニウム利用計画については、今年３月にも示される予定になっていましたが、いまだに出ていません。エ

ネ庁に確認すると、出ていないことを認めたうえで、「電事連は六ヶ所再処理工場竣工までに示すと言っている」

と述べました。しかし、プルトニウム利用計画は、六ヶ所再処理の稼働がなくても出さなければならないし、原子
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力委員会決定に従うと、プルサーマルの具体的な計画がないと、再処理量が決められないはずです。その点、原子

力委員会事務局に聞きましたが、「六ヶ所再処理工場の許可も下りていない状況なので計画が立てられない」と繰

り返すだけでした。国として具体的な計画はもっておらず、事業者まかせになっていることが明らかになりました。 

 

◆行き場のない核のゴミがたまり続け住民は不安を抱えています 

柏崎刈羽原発のプールには 97％もの使用済燃料が詰まっています。青森県むつ市に建設中の中間貯蔵施設に運ば

ない限り、再稼働しても運転は継続できません。むつ市の住民は、使用済燃料は第二再処理工場に搬出されると聞

かされていますがもはやそのような計画はありません。 

稼働中の関電、九電、四電の原発もプールは満杯に近づいています。玄海原発３号機では、プールに詰める使用

済燃料の隙間を狭くすることにより、プールの容量を拡大しようとしています。また、関電、九電、四電、中部電

は、原発サイト内での乾式貯蔵により、使用済燃料の貯蔵能力を拡大しようとしています。当面の稼働を継続する

ためだけのものです。行き場を失った核のゴミを抱えて、原発や貯蔵施設周辺の住民は、大きな不安を抱えていま

す。原発の使用済燃料の貯蔵拡大を止めて、脱原発へ大きく進みましょう！ 

 

 

  鶏糞バイオマス発電 

 

先日加入している生協パルシステムで「発電産地交流会」があり、組合員のひとりとして参加してきました。 

鶏糞を燃やして発電している十文字チキンカンパニーさんのお話を聞いてきましたのでちょっとご紹介します。 

 

十文字チキンカンパニーさんは本業の養鶏で年間約 5000万羽の鶏を飼育しており年間約 13万トンの鶏糞が得ら

れるそうです。起動時を除くと発電所で燃やしているのは鶏糞だけで、その量 1 日約 400 トン！混焼していないそ

うです。 

鶏糞はもともと肥料として利用していたそうですが、季節商品になってしまうので在庫保管の問題や鶏糞肥料自

体の需要減少などもあり、FIT 制度開始前にも発電所を検討したものの採算面から断念していたところ FIT 制度が

始まることになって踏み切ったそうです。 

鶏はおいしい鶏肉として出荷し、残った鶏糞を燃やして発電し、燃えて灰になった鶏糞も肥料に、と循環型を実

現されています。燃やす、ということでＣＯ２削減にはならないかと思いますが、燃やすタイプの発電としては問

題を引き起こさない燃料を利用しているということで素敵ですよね。 

ただ、鶏糞は油とか木のようにもともと燃料として適しているものではないので大変な面もあり、2 つある炉を 2

か月に 1回１つずつ止めて清掃をしないと溶岩のようにこびりついた鶏糞の灰で詰まってしまうそう。また、そう

いったこと等に耐える素材を使わないといけなかったりで、発電所の建設費用もとても高額に。そんなご苦労も抱

えながら実現している素敵な循環型エネルギーですが FIT の表でいうと一般廃棄物バイオマスということでお安め

になっているそうです。ぜひ制度を改正して、なんちゃって再エネではなくこういうところを応援できる形にして

行って欲しいと思います。 

そして電力会社が選べる今、ひとりひとりの「選ぶ」でぜひ素敵な発電所を応援していきましょう。 

ちなみに現在、パルシステムでんきの約 3割が十文字チキンカンパニーさんの電気だそうです。私はパルシステ

ムでんきにしていますから、うちに来ている電気も 3 割鶏糞バイオマス。ちょっとじゃなくてとても嬉しいです。 

原発はもちろんだめだけどなんちゃって再エネもイヤ。皆さまのお近くにも選べる素敵な発電所はありませんか？ 

  



  

 

フクロウ通信 第 34号 2019年 7月 27日 

日 

8 

東海第二原発の再稼働について署名実施中！！ 

ご協力ください 
 

東海第二原発は２０１８年１１月で運転開始

から４０年を越えた老朽原発です。東日本大震

災で被災もしています。もともとの設計上の耐

用年数では４０年で廃炉にすべきところを、原

子力規制委員会が２０年間の運転延長許可を出

してしまいました。 

 

昨年末から３０Kｍ圏内の茨城県内の市町村

では住民説明会が行われています。 

 

東葛地域６市（我孫子、柏、鎌ケ谷、流山、野

田、松戸）は昨年１０月に水戸市と避難協定を

締結しました。東葛地域は東海第二原発よりも

遠い福島第一原発の事故の際にもホットスポッ

トとなりました。より近くに位置する東海第二

原発の再稼働について東葛地域での公開説明会

を求めて署名を実施しています。 

 

是非、ご協力下さい。 

 

署名呼びかけ団体：「エナガの会」「原発止めよう！東葛の会」 

第二次集約：９月３０日（月） 

＊詳細は「エナガの会」ブログをご覧ください。エナガの会 柏 で検索。  

署名用紙もダウンロードできます。http://blog.livedoor.jp/longtailed_tit_k/ 

オンライン署名もできます。 

 

   

会員・サポーターも募集中です会費 会員 1000円/月  サポーター1000円以上/年 

●集会でのスタッフやパンフ作成のご協力など一緒に活動していただける方を募集しています。 

●皆さまの貴重なご意見もお待ちしております。 
 

フクロウの会の趣旨にご賛同いただき、会員・サポーターになっていただける方は、フクロウカフェなどに 

お越しの際に申込書にご記入の上、会費を添えてフクロウの会事務局員にお渡しください。 

お問い合わせ・お申し込み先 TEL：03-5225-7213 FAX：03-5225-7214 Email：fukurounokai@gmail.com  

（通信郵送のお申し込みもこちらで受け付けています☆ご希望の方はお知らせください。） 

オンライン署名 QR コード 

エナガの会ブログ QR コード 


